
 

 基本フォーメーション 

原 
巻 

小林 

田谷 新川 

菊地 

筑城 塚本 

廣井 伊藤 

三栗 

[ｼｭｰﾄ]８:９[GK]14:16[CK]６:７[PK]0:0[直接 FK]20:19

[間接 FK］１:０[OS]１:０[主審]篠藤 巧[観衆]約300人

【駒】４分: 菊地光将(C)、80分:高崎寛之(C) 

87分:竹内 優(C)、88分：塚本泰史(C) 

【中】41分:南木 亨(C)、86分：大瀧義史(C) 

 89分：田村直也(C) 

※上記データは全て左側の数字が駒澤 

警告(C)／退場(S) 

K O M A Z A W A 

GK①三栗寛士(4) 
DF⑬塚本泰史(3) 
DF⑤廣井友信(4) 
DF⑲伊藤 龍(1) 
DF③筑城和人(4) 
MF④菊地光将(3) 
MF⑮田谷高浩(3) 
(66 分⑫高崎寛之(3)) 
MF⑧新川真之介(4)  
(46 分⑭竹内 優(4)) 
MF⑱小林竜樹(3) 
FW⑨巻 佑樹(4) 
FW⑩原 一樹(4) 
(84 分○24 鈴木寿毅(2)) 

 
S U B 

GK○21 山内達夫(3) 
DF②阿部琢久哉(4) 
MF○28 山崎健太(1) 
MF⑪東平大佑(3) 
 

M A N A G E R 

秋田浩一 

C  H  U  O  

GK○21 小野博信(1) 
DF⑤大根 亮(4) 
DF④園田拓也(4) 

DF○31新井辰也(1) 

DF○23 斎藤広野(2) 
MF⑩田村直也(4) 

MF⑰河内智史(4) 

MF⑦大瀧義史(3) 
(89 分○24 柴田公章) 
FW⑧南木 亨(2) 
(46 分⑨小倉浩志(4)) 
FW⑪辻尾真二(3) 
FW○22 小池悠貴(2) 
 
 

S U B 

GK○45田中久澄(1) 

DF③中村裕武(4) 
MF⑭杉山拓也(4) 
MF⑥渡辺康介(3) 
FW⑲石川泰樹(3) 

M A N A G E R 

佐藤 健 

【中】52分:小池悠貴（小倉浩志） 

【駒】61分:廣井友信４（塚本泰史６） 

【中】68分:小倉浩志（斎藤広野） 

得点者(アシスト) 

10 月 14 日 12:00   古河市立古河サッカー場 

(２位・35) (7 位・20) 
１( )２ ０－０

１－２
駒大 中大 

＜第 16節終了時点順位表＞ 

★得点ランキング★ 
12 ゴール 渡邉千真(早 大) 
９ゴール 小川佳純(明 大)  
８ゴール 兵藤慎剛(早 大)  
７ゴール 巻 佑樹(駒 大)  
     荒田智之(専 大)  

６ゴール 難波宏明(流通経大) 
     田中雅也(筑波大)  

 
チーム名  

勝 
 
負 

 
分 

 
得 

 
失 

 
差 

勝

点 
１ 流通経済大学 11 ２ ３ 34 14 ＋20 36

２ 駒 澤 大 学 11 ３ ２ 33 16 ＋17 35

３ 明 治 大 学 ８ ４ ４ 27 14 ＋13 28

４ 早 稲 田 大 学 ８ ４ ４ 31 19 ＋12 28

５ 法 政 大 学 ９ ６ １ 28 23 ＋５ 28

６ 東京学芸大学 ５ ５ ６ 13 ９ ＋４ 21

７ 中 央 大 学 ６ ８ ２ 16 31 －15 20

８ 国 士 舘 大 学 ５ ７ ４ 25 25 ０ 19

９ 順 天 堂 大 学 ５ ５ ４ 21 22 －３ 17

１０ 筑 波 大 学 ４ ９ ３ 23 30 －７ 12

１１ 専 修 大 学 ２ ９ ５ 14 36 －22 11

１２ 東京農業大学 ２ 10 ４ 11 36 －25 10

★アシストランキング★ 
７アシスト 巻 佑樹(駒 大)     
      本田拓也(法 大)      
６アシスト 平木良樹(流通経大)    
             塚本泰史(駒 大)      
          船山祐二(流通経大)     
４アシスト 東平大佑(駒 大)     
       山本脩斗(早 大)    
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駒大は中大 FW 辻尾⑪のスピード
に苦しんだ 

 
 
 
 前期を折り返した時点で首位流通経大と２位駒大の勝ち点差は１。後期が開始され

一時は首位に立った駒大だったが今節の敗戦で再び首位の座を流経大に譲ることとな

ってしまった。この２チームが今後もリーグ戦をリードしていく存在であることは間

違いないが、３位以下に目をやると、明大が後期に入り驚異的な勢いで順位を上げて

きている。15・16 節で早大・法大を破った実力は本物といえるだろう。現に駒大も 14

節で明大に敗れている。次節は首位流通経大と対戦する明大だが、ここで明大が勝利

すればリーグ戦がさらに激しいものとなっていくことは必至だ。 

 ここまで思うように勝点を伸ばせていない早大と法大だが、当然どちらも虎視眈々

と首位の座を狙っている。前者は兵藤、後者は本田(拓)を中心とするポゼッションサ

ッカーが特徴の両チームは今後駒大との対戦を控えているだけに、駒大も負けられな

い戦いが続く。 

 その他にも３トップの攻撃サッカーが機能し始めた中大、極度の不振にあえいでい

るとはいえ組織力のある昨年度準優勝の筑波大がどれだけ意地を見せてくるのか等、

注目すべき見所は実に多彩。果たして駒大はこれらライバルを押しのけて連覇を達成

することができるのか。加熱していくリーグ戦から今後も目が離せない。 


